
排出事業者・処理業者ヒアリングの結果 

 

廃棄物の排出事業者や処理業者における課題や要望等を聴取し、次期計画策定の 

参考とするため、平成２７年９月にヒアリングを実施した。 

ヒアリング結果の概要は以下のとおりである。 

 

１ 排出事業者からの意見等 

○情報提供について 

・リサイクル技術やリサイクル業者に関する情報を提供してもらいたい。 

・優良な処理業者に関する情報を提供してもらいたい。 

・自社廃棄物の処理に適した処理業者とのマッチングの機会を設定してほしい。 

○再生資源の利用促進について 

・鉄鋼スラグの優れた特性を活かして工業製品として利用を促進してもらいたい。

（漁礁としての海洋事業や、公共事業等への活用） 

・公共工事におけるエコセメントの使用を拡大してもらいたい。 

 

２ 処理業者からの意見等 

○最終処分場について 

・最終処分場の整備には、住民説明などを含めると１０年程度はかかるので、公的

関与の最終処分場の整備について、計画に盛り込むべきである。 

・大規模災害に伴う大量の災害廃棄物の処理について、県域外からの流入も含め、

対策を考えておく必要がある。 

○静脈産業について 

・県民に対し、静脈産業のイメージアップの取組みをお願いしたい。なくてはなら

ないものであることを強調してもらいたい。 

・優良産廃処理業者認定制度のメリットを具体的に示してもらいたい。 

○再生資源の利用促進について 

・リサイクル品の認定制度を作ってもらいたい。 
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